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環境配慮施設には、完全なものはないということを常に意識しておきましょう。また、生物の生態も地域によって
異なる場合があります。施行後には必ずモニタリングを行い、期待した効果が得られない場合は、設計に改良を加
えることや維持管理手法を再検討するといった順応的管理を行うことが、こうした配慮の効果を高めるための最大
のカギとなります。
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1.

1



（岩手県北上川水系）

扇状地の先端部では、年間をとおして豊富
な湧水がみられ、バイカモなどが生育します。

（埼玉県荒川水系）

中・下流の河川敷は、洪水の時期に冠水して、
水たまりなどの一時的水域が形成されます。

氾濫原にできる一時的水域で
産卵・成育するフナ類

湧水環境に生息するホトケドジョウ 湿地環境に生息する
トウキョウダルマガエル
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（千葉県香取市近郊）

谷戸（谷津）につくられた水田は、カエル類などの産卵
場所となります。

（宮城県伊豆沼周辺）

かんがい用につくられた土水路は、魚類の移動経路や生
息場所として機能します。
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「生息環境」と「移動経路」の両方が確保されて、アカガエル類の生活史は成り立ちます。

「ネットワーク」のイメージ（アカガエル類を例として）
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（栃木県宇都宮市上篠井）

水田と水路の落差を解消した「魚道」
（写真提供：メダカ里親の会 中茎元一氏）

（栃木県西鬼怒川地区）

空隙が生物の生息空間となる井桁護岸を設
置した「環境配慮型水路」

【移動経路の確保の例】

（新潟県南魚沼市）

トンボ類の生息環境を創出した「ビオトープ」
環境教育の場ともなります。

（秋田県大仙市）

希少種なトゲウオ類のための「保全池」
生物多様性の保全に大きく貢献します。

【移動経路の確保の例】

【生息環境の確保の例】

【生息環境の確保の例】
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（千葉県香取市）

かんがい期、水の張られた水田は、
浅い水域に産卵するフナ類やトノ
サマガエルなどの産卵場所となり
ます。

（千葉県市原市）

アカガエル類は、田植え前の水田
にできた水たまりなどで産卵します。

（千葉県成田市）

水田の水がなくなる非かんがい期、
多くの魚類は水路などの深みを越
冬場所として利用します。
（写真は凍った水路の底をタモ網
ですくった状況。メダカやモツゴ、
エビ類がみられます。）

注）田植えや中干し期などの稲作暦、生物の生活史は、地域によって異なります。

稲作暦と水田を利用する魚類・カエル類（例）

コ ラ ム

稲作暦と水田の生物稲作暦と水田の生物
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１）調査段階

生物の生息・生育状況や環境基盤の情報等を収集し、注目すべき生物のネットワークを明確にするとともに、

事業の実施による生態系への影響を予測します。

２）計画段階

農業生産性の向上と農村環境の保全・形成を両立させるため、環境保全目標や環境配慮対策、維持管理計画

等をとりまとめ、事業地区における環境との調和に配慮した計画を作成します。

３）設計段階 

調査結果や環境配慮計画等を踏まえ、現地への導入が可能と考えられる複数の環境配慮工法を選定したうえ

で、現地の条件から設定された設計条件をもとに工法を決定し、詳細設計を行います。

４）施工段階

施工時においては、生物への影響が軽減されるよう、環境配慮対策を講じます。環境に配慮した施工を行う

上での留意すべき事項を「環境配慮施工指針」等として策定し、関係者間で周知・徹底することが重要です。

５）維持管理段階

環境配慮対策を行った施設等が、生物の「生息・生育環境及び移動経路」（ネットワーク）における機能を

十分に発揮するためには、施設の適正な維持管理が重要となります。また、環境配慮対策の効果を検証する

ためには、継続的にモニタリングを実施して環境配慮対策の評価を行うことと、効果が不十分な場合は必要

に応じて施設の修正を行うなど順応的管理を行うことが重要です。

地域の環境保全の効果は、地域全体におよぶものであり、地域が一体となった維持管理の取り組みが将来に

わたって継続的に行われるように、楽しみながら実施するという観点を持つことが大切です。

【環境配慮施設の取り組みの流れ】【環境配慮施設の取り組みの流れ】
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保全対象生物の選定の視点

①  注目すべき生物の種間関係
　 （捕食－被食の関係、共生関係などを配慮して検討します。）

②  事業との関係
　 （事業による影響の程度、事業以外の影響の有無などを配慮して検討します。）

③　環境配慮対策との関係
   （対策による他生物への効果、モニタリングの難易などを配慮して検討します。）

④  地域住民とのかかわり
   （地域の歴史・文化、地域住民の関心などを配慮して検討します。）

環境配慮施設の工法の決定（例）

水路と水田における生物のネットワークの確保・・・・・・・・・・・・・・・魚道

水路内における生物のネットワークの確保・・・・・・・・・・・・環境配慮型水路

水田・水路と周辺樹林地における生物のネットワークの確保・・・・環境配慮型水路

ため池周辺における生物のネットワークの確保・・・・・・・・保全地・ビオトープ

１）調査段階

２）計画段階

３）設計段階
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４）施工段階

５）維持管理段階
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魚　類 ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 スナヤツメ p.13
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15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

44

45

46

47

48

35

36

37

38

39

40

41

42

43

コイ目 コイ科 コイ
フナ類（ギンブナ・キンブナ）
タナゴ類（ヤリタナゴ・アブラボテ）
アブラハヤ・タカハヤ
ウグイ
モツゴ
タモロコ

ドジョウ科 ドジョウ
シマドジョウ・スジシマドジョウ類
ホトケドジョウ

ナマズ目 ギギ科 ギバチ

ナマズ科 ナマズ

キュウリウオ目 アユ科 アユ

サケ目 サケ科 イワナ
ヤマメ

トゲウオ目 トゲウオ科 陸封型トゲウオ類（イトヨ類・トミヨ類）

ダツ目 メダカ科 メダカ

スズキ目 ドンコ科 ドンコ

ハゼ科 ヨシノボリ類（トウヨシノボリ）

貝　類 原始紐舌目 タニシ科 タニシ類（マルタニシ・オオタニシ）
イシガイ目 イシガイ科 イシガイ類（イシガイ・ドブガイ・マツカサガイ）

甲殻類 エビ目 サワガニ科 サワガニ

両生類 サンショウウオ目 イモリ科 アカハライモリ
カエル目 アカガエル科 ダルマガエル類

（トウキョウダルマガエル・ナゴヤダルマガエル）
ツチガエル
トノサマガエル
ニホンアカガエル・ヤマアカガエル
ヌマガエル

爬虫類 カメ目 イシガメ科 カメ類（ニホンイシガメ・クサガメ）
昆虫類 トンボ目 トンボ・ヤンマ科 止水性トンボ類（アキアカネ・ギンヤンマ）

カワトンボ・オニヤンマ科 流水性トンボ類（ハグロトンボ・オニヤンマ）
カメムシ目 コオイムシ科 タガメ・コオイムシ
コウチュウ目 ゲンゴロウ科 ゲンゴロウ類（ゲンゴロウ）

ホタル科 ゲンジボタル
ヘイケボタル

【保全対象生物】【保全対象生物】
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分布

配慮対策

日本のどの地域に生息し
ているかを示しています。

それぞれの生物種について、
生息環境（特に産卵環境）
の確保・移動経路の確保
の観点から、適した工法
を索引付きで掲載してい
ます。これまでに取り組
まれた事例のある工法など、
おすすめの工法を太文字
で示しました。

各アイコンは、配慮イメ
ージを図示したものです。

また、生態や生活史から
キーワードを抽出し、施
工にあたっての配慮や工
夫のポイントをまとめま
した。

説明文中の同じ色の種
が分布している。
※１種の場合は上のみ

説明文中の２種が分布
している。

移入などにより人為的
に分布している。

「田んぼの生きもの調
査」で確認されている。

分類・名前
左から分類群名、標準和名、学名、
下段に別名（地方名）を掲載しています。

環境省レッドリスト
環境省レッドリストに掲載されているものは
そのカテゴリーを示しています。
※2011年3月現在における最新のものを示しています。

生態・生活史など
農村環境において、生物が
主にどのような場所で生息
および繁殖をしているかを
図や表で示しています。

イラストなど

それぞれの生物種の特徴や
識別点などを分かりやすく
図で示しています。

写真

それぞれの生物種の姿や生
態を写真で示しています。

有識者のヒアリング

抽出選定

田んぼの生きもの調査

これまでの取り組み

保全対象生物選定のプロセス

【保全対象生物の解説ページの見方】

【保全対象生物の選定】
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■ 生 息 環 境 の 確 保

◆環境配慮型水路の対象工法 

水路内の落差の解消

湧水環境、砂礫底、砂泥底の創出

◆魚道の対象工法

【配慮ポイント】
・生息環境となる湧水を維持し、産卵環境や幼生の生活場所と  
　なる砂礫・砂泥を堆積させる工夫が必要です。

【配慮ポイント】
・水路における生息を配慮して、水路魚道を設置します。
　体高が低く、匍匐型の遡上をするため、いずれの魚道タイプも
　適用できます。

①瀬・淵
②ワンド
④敷石、砂、砂利、　
　玉石、植生

p.69

p.70

p.72

【水路断面】

p.73

p.75

⑤土水路
⑦木系

【水路護岸】

⑤階段型
⑥隔壁型（千鳥Ｘ型）
⑦隔壁型（ﾊｰﾌｺｰﾝ型）
⑧片斜面粗石付魚道

【水路魚道】
p.61

p.62

p.63

p.64

■ 移 動 経 路 の 確 保

水路魚道

水路護岸

水路断面

成体は目の後ろに
７つの鰓穴があり
ます。

アンモシーテス幼
生は、目がなく、
ミミズのような体
をしています。

：本来の移動経路 ：生息環境

河川や水路に生息し、特に湧水環境を好みます。幼生は、
砂泥底にもぐって有機物を食べて育ちます。秋に変態し
て成体となり、翌春、湧水のある砂礫底に産卵後、寿命
を終えます。

：主な生息環境

産卵 産卵

水田 水路 河川ため池樹林・草地 海

北海道、本州、四国、
九州（南部を除く）に
分布します。

:「田んぼの生きもの調査」での確認箇所

体側には７つの鰓穴があり、目と合わせて“八目”と呼ばれます。
成長途中で変態し、幼生はアンモシーテスと呼ばれます。

７つの鰓穴

吸盤状の口

環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ：絶滅危惧Ⅱ類スナヤツメ Lethenteron reissneri

別名：ヤツメ、ヤツメウナギ、スナムグリ

魚 類
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